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R-IN32M3 シリーズ 

TCP/IP スタック V3.1.6 リリースノート 

要旨 

この資料は、本製品のパッケージ内容、動作環境について記載しております。ご使用の前に、必ずお読み

いただきますようお願い申し上げます。 

なお、各サンプルソフトウェア、ミドルウェア等の使用方法につきましては、下記の関連ドキュメントを

合わせてご参照ください。 

関連ドキュメント 

R18UZ0061JJ****  R-IN32M3 シリーズ ユーザーズマニュアル TCP/IP スタック編 

R18UZ0010JJ****  R-IN32M3 シリーズ プログラミング・マニュアル OS 編 

R18UZ0008JJ****  R-IN32M3 シリーズ プログラミング・マニュアル ドライバ編 

 

上記資料番号の末尾****部分は版数です。当社ホームページより最新版をダウンロードしてご参照くださ

い。 
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1. はじめに 

R-IN32M3 TCP/IP スタックは、R-IN32M3 を使用した応用アプリケーション開発時にご利用いただける、

各種サンプルアプリケーション、ライブラリ、ミドルウェア、周辺機能ドライバを纏めたソフトウェアパッ

ケージです。 

 

2. パッケージ内容 

本パッケージに含まれるサンプルアプリケーション、ライブラリ、ミドルウェア、周辺機能ドライバを以

下に示します。 

・サンプルアプリケーション 

No. サンプルアプリケーション名 

1 TCP/IP BSD Socket API sample 

2 TCP/IP MAC Control sample 

3 TCP/IP Socket(nonblack) API sample 

4 TCP/IP uNet3 Application sample 

5 TCP/IP SNMP sample 

6 Version get sample 

 

・ライブラリ 

No. ライブラリ名 

1 HW-RTOS library 

2 TCP/IP stack library 

3 TCP/IP(BSD Socket IF) stack library 

4 SNMP stack library 

 

・ミドルウェア 

No. ミドルウェア名 

1 EEPROM control 

2 Parallel flash ROM control 

3 Serial flash ROM control 

4 TCP/IP stack control 

 

・周辺機能ドライバ 

No. ドライバ名 

1 CAN 

2 CSI 

3 DMAC 

4 IIC 

5 Serial Flash MEMC 

6 Timer (32bit timer TAUJ2) 

7 UART 

8 WDT 

9 Ether Switch 

10 TCP/IP 
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3. フォルダ構成 

本パッケージのフォルダ構成を以下に示します。 

 

TOP 

| 

+-- CMSIS 【Cortex-M3 関連定義(CMSIS)】 

|     +-- include 

| 

+-- Device【デバイス依存ファイル】 

      +-- Renesas 

            +-- RIN32M3 【R-IN32M3 依存プログラム】 

                 +-- Include 【インクルード・ファイル】 

                 +-- Library 【ライブラリ】 

                 +-- Source  【ソース】 

                      | 

                      +-- Driver     【ドライバ関連】 

                      +-- Middleware 【ミドルウェア】 

                      +-- Project    【プロジェクト・ファイル】 

                      |    | 

                      |    +-- uNet3_bsd 

                      |    +-- uNet3_mac 

                      |    +-- uNet3_nonblock 

                      |    +-- uNet3_sample 

                      |    +-- uNet3_snmp 

                      |    +-- version_get_sample  

                      |  

                      +-- Templates   【スタートアップ・ファイル等】 

                           +-- ARM    【Arm コンパイラ依存プログラム】 

                           +-- GCC    【GCC コンパイラ依存プログラム】 

                           +-- IAR    【IAR コンパイラ依存プログラム】 
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4. 動作環境 

本パッケージの動作環境を以下に示します。 

 対象デバイス 

R-IN32M3-EC 

R-IN32M3-CL 

 

 ターゲットボード 

テセラ・テクノロジー社製 R-IN32M3-EC 評価キット 

テセラ・テクノロジー社製 R-IN32M3-CL 評価キット 

 

 開発環境 

 コンパイラ 

Arm 社製 RealView Developer Suite 

Mentor Graphics 社製 Sourcery G++ Lite 

IAR 社製 Embedded Workbench for Arm 

 デバッガ 

DTS インサイト製 microVIEW-PLUS 

IAR 社製 Embedded Workbench for Arm 

 ICE 

DTS インサイト製 adviceLUNA 

IAR 社製 I-jet / JTAGjet-Trace / J-Link / J-Trace 
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5. 変更履歴 

バージョン 変更内容 

V3.1.6 

(2019/3/20) 

- Update Driver.(1.0.4) 

V3.1.5 

(2018/2/28) 

 - Update uNet3.(2.1.8) 

- Update uNet3(BSD).(1.0.8) 

V3.1.4 

(2017/2/28) 

- Update Driver.(1.0.3) 

V3.1.3 

(2016/10/28) 

 - Update HWOS.(2.0.3) 

 - Update uNet3.(2.1.6) 

 - Update uNet3(BSD).(1.0.6) 
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6. ホームページとサポート窓口 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 

お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/contact/


 

 

改訂記録 

Rev 発行日 ページ 改訂内容 

1.20 2019.07.31 - TCP/IP スタック V3.1.6 に更新 

1.10 2018.02.28 - TCP/IP スタック V3.1.5 に更新 

1.00 2017.02.28 - 新規作成 

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用 

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電 

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使

用端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で 

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端

子の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセット

のかかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）があり

ます。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスし

ないようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムで

は、クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発

振子 

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定

してから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ 

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電 

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま 

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 

 

○Arm® および Cortex® は、Arm Limited（またはその子会社）の EU またはその他の国における 

登録商標です。 All rights reserved.  

○Ethernet およびイーサネットは、 富士ゼロックス株式会社の登録商標です。 

○その他、本資料中の製品名やサービス名は全てそれぞれの所有者に属する商標または登録商標です。 
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